
犬
般
若
析
梼
会

臨
済
禅
師
毎
歳
忌

百
丈
禅
師
毎
歳
忌

涅
槃
会

時
宗
公
毎
歳
忌

降
誕
会
（
花
ま
つ
り
）

観
音
懺
法

夏
期
講
座

山
門
施
餓
鬼
会

開
山
国
師
毎
歳
忌

達
磨
大
師
毎
歳
忌

羅
漢
・
舎
利
講
武

宝
物
風
人

弁
財
天
楓
経

成
退
会

除
夜
念
誦

元
日
よ
り
三
日
間
　
　
方
　
丈

一
月
十
日
　
　
　
　
　
仏
　
殿

一
月
十
七
日
　
　
　
　
仏
　
殿

二
月
十
五
日
　
　
　
　
仏
　
殿

四
月
四
日
　
　
　
　
　
仏
日
庵

四
月
八
日
　
　
　
　
　
仏
　
殿

六
月
十
八
日
　
　
　
　
山
　
門

七
月
下
旬
四
日
間
　
　
方
　
丈

八
月
十
六
日
　
　
　
　
方
　
丈

十
月
三
日
　
　
　
　
　
い
利
皿

十
月
五
日
　
　
　
　
　
仏
　
殿

十
月
十
四
・
十
五
日
　
方
　
丈

十
一
月
三
日
頃
三
日
開
方
　
丈

十
一
月
二
十
八
日
　
　
弁
天
堂

十
二
月
十
五
日
　
　
　
仏
　
殿

十
二
月
三
十
一
日
　
　
拡
天
鎮TT¬]二万二T,こ･1
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国宝　舎利殿

　
　
　
　
　
坐
禅
会
案
内

○
暁
天
坐
禅
会
　
　
（
於
仏
殿
）

　
毎
朝
　
（
年
始
・
十
月
初
旬
に
休
会
石
り
、
要
確
認
）

　
　
夏
期
　
（
四
月
～
十
月
）
　
五
時
半
よ
り
六
時
半

　
　
冬
期
　
（
十
一
月
～
三
月
）
　
六
時
よ
り
七
時

○
日
曜
説
教
会
　
　
（
於
方
丈
）

　
毎
月
第
二
・
第
四
日
曜
日
、
午
前
九
時
よ
り
法
話

　
引
き
続
き
十
一
時
ま
で
坐
禅

○
土
曜
坐
禅
会
　
　
（
於
居
士
林
）

　
毎
週
土
曜
日
　
（
八
月
中
は
体
会
）

　
　
初
め
て
の
方
　
午
後
一
時
コ
十
分
～
二
時
コ
十
分

　
　
二
回
目
以
降
　
午
後
二
時
四
十
分
上
二
時
四
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
分
前
に
集
《
己
の
こ
と
）

◇
詳
細
は
宗
務
本
所
へ
電
話
に
て
あ
問
い
合
わ
せ
頂
く
か
、

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
○
四
六
七
（
二
二
）
○
四
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
W
W
.
e
n
p
k
u
j
i
.
o
r
.
j
p

写
真
撮
影
　
荒
牧
万
佐
行
氏

　
４
ん
ん
　
　
　
　
が
く
　
　
　
じ

鴫
１
者

　
（
臨
済
宗
）

ず
い
ろ
く
さ
ん
だ
い
え
ん
が
く
こ
う
し
叉
ぜ
ん
じ

瑞
鹿
由
大
円
覚
興
聖
禅
寺

　
わ
が
国
は
お
よ
そ
七
百
年
前
、
文
永
・
弘
安

　
　
　
　
　
　
　
も
う
こ
ぐ
ん
　
ら
い
し
ゅ
う
　
　
　
　
く
う
ぜ
ん

の
二
度
に
わ
た
る
蒙
古
軍
の
来
襲
と
い
う
空
前

の
国
難
を
迎
え
た
。
時
の
執
権
北
条
時
宗
公
は

か
ね
て
よ
り
深
く
禅
に
帰
依
し
、
弘
安
の
役
の

さ
な
か
に
も
、
中
国
か
ら
招
い
た
無
学
祖
元

（
仏
光
国
師
）
を
師
と
し
て
、
日
夜
参
禅
に
励
ん

で
い
た
。

国
を
挙
げ
て
こ
の
難
敵
に
当
り
、

も
・
つ
こ

蒙
古
の
大

軍
を
撃
退
し
た
時
宗
は
、
文
永
・
弘
安
固
役
に

殉
じ
た
彼
此
両
軍
死
者
の
菩
提
を
弔
い
、
己
の

精
神
的
支
柱
と
な
っ
た
神
道
を
弘
め
た
い
と
願

い
、
且
つ
そ
の
師
仏
光
国
師
へ
の
報
恩
の
念
か



ら
円
覚
寺
の
建
立
を
発
願
し
た
。
「
円
覚
」
の
寺
号
は

寺
地
選
定
の
後
、
こ
の
地
か
ら
石
櫃
に
入
っ
た
円
覚

経
を
堀
り
出
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

開
山
の
法
灯
は
高
峰
顕
日
（
那
須
雲
巌
寺
）
、
夢
窓

境
内
案
内

疎
石
（
天
龍
寺
）
と
次
第
し
、
世
に
「
仏
光
派
」
と
称
さ
れ

た
。
殊
に
夢
窓
は
南
北
朝
「
七
朝
の
帝
師
」
と
い
わ
れ
、

そ
の
門
流
は
室
町
時
代
に
わ
が
国
禅
界
の
中
心
的
勢
力

を
形
成
し
た
。

　
数
度
の
大
火
に
遭

江
戸
末
期
に
中
興
の

い
、
衰
微
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

誠
拙
和
尚
が
出
て
、
伽
藍
を
復
興

し
、
現
今
の
円
覚
寺
の
基
礎
を
固
め
、
修
行
者
に
対
し

て
峻
厳
を
も
っ
て
し
、
家
風
の
刷
新
を
図
っ
た
。

　
明
治
に
は
今
北
洪
川
・
釈
宗
演
の
師
弟
の
も
と
に
雲

梢
や
居
士
が
参
禅
し
、
関
東
禅
界
の
中
心
と
な
っ
た
。

　
居
上
林
に
お
け
る
坐
禅
会
は
古
い
歴
史
を
誇
り
、
秀

れ
た
人
材
を
打
ち
出
し
た
。

　
首
都
圏
各
地
か
ら
の
交
通
の
使
に
恵
ま
れ
、
静
か
な

境
致
と
相
ま
っ
て
、
各
種
の
坐
禅
会
・
夏
期
講
座
な
ど

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
「
心
の
寺
・
円
覚
寺
」
と

呼
ば
れ
、
訪
れ
る
人
々
に
深
い
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て

い
る
。

　
山
内
に
十
ハ
ケ
寺
の
塔
頭
（
支
院
）
が
あ
り
、
近
来
に

は
浄
智
寺
・
東
慶
寺
・
瑞
泉
寺
・
大
慶
寺
が
あ
る
。

山
門
　
　
天
明
三
年
（
一
七
八
三
年
）
当
山
中
興
の
大
用
国
師

　
　
　
　
誠
拙
和
尚
が
再
建
。
楼
上
に
観
世
音
菩
薩
・
羅
漢

　
　
　
　
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
「
円
覚
画
聖
禅
寺
」
の
額
は

　
　
　
　
伏
見
上
皇
の
勅
筆
。

仏
殿
　
　
本
尊
は
宝
冠
釈
迦
如
来
。
昭
和
三
十
九
年
に
再
建

　
　
　
　
さ
れ
た
。
天
井
に
前
田
罵
邨
監
修
、
守
屋
多
々
志

　
　
　
　
揮
毫
の
白
鷺
の
図
が
あ
る
。
大
光
明
宝
殿
。

選
仏
場
　
仏
を
選
び
出
す
堂
宇
の
こ
と
で
、
元
の
坐
禅
道
場
。

　
　
　
　
一
六
九
九
年
に
建
立
。

居
士
林
　
禅
を
志
す
在
家
の
た
め
の
坐
禅
道
場
、
も
と
牛
込

　
　
　
　
に
あ
っ
た
柳
生
流
の
剣
道
場
を
、
昭
和
三
年
柳
生

　
　
　
　
徹
心
居
士
よ
り
寄
進
さ
れ
移
築
し
た
。

方
丈
　
　
「
方
丈
」
の
名
は
、
イ
ン
ド
の
維
摩
居
士
の
居
室
が

　
　
　
　
一
丈
四
方
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
本
来
は

　
　
　
　
住
職
の
居
間
で
あ
る
が
、
多
く
の
宗
教
行
事
が
こ

　
　
　
　
こ
で
行
わ
れ
る
。

百
麗
容
　
江
戸
時
代
、
拙
叟
尊
者
が
百
体
の
観
音
石
像
を
奉

　
　
　
　
安
し
、
洪
川
老
師
の
明
治
時
代
に
整
備
さ
れ
、
震

　
　
　
　
災
後
も
一
山
を
あ
げ
て
復
興
に
っ
と
め
た
。
元
は

　
　
　
　
　
塔
頭
松
嶺
院
の
地
内
に
あ
っ
た
が
、
後
に
万
丈
の
庭
園

　
　
　
　
　
に
移
さ
れ
た
。

舎
利
殿
　
源
実
朝
が
宋
の
能
仁
寺
か
ら
請
来
し
た
仏
牙
舎
利
を
泰

（
国
宝
）
　
安
す
る
堂
宇
。
鎌
倉
時
代
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
「
唐
（
か
ら
）
様
式
」
を
代
表
し
、
そ
の
最
も
美
し
い
建
造

　
　
　
　
　
物
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

開
基
廟
　
開
基
北
条
時
宗
の
み
た
ま
や
。
堂
内
に
時
宗
・
貞
時
・

　
　
　
　
　
高
時
の
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

白
鹿
渦
　
当
山
の
落
慶
開
堂
の
日
、
開
山
国
師
の
法
廷
に
列
す
る

　
　
　
　
　
た
め
に
、
こ
の
渦
中
よ
り
一
群
の
白
鹿
が
現
れ
た
と
い

　
　
　
　
　
う
。
こ
の
奇
瑞
に
よ
っ
て
当
寺
の
山
号
を
「
瑞
鹿
山
」
と

　
　
　
　
　
い
う
。

黄
梅
院
　
時
宗
夫
人
の
貸
出
尼
が
時
宗
の
菩
提
の
た
め
に
建
立
し

　
　
　
　
　
た
華
厳
塔
の
地
に
、
後
に
足
利
氏
が
夢
窓
国
師
の
場
所

　
　
　
　
　
と
し
て
建
立
し
た
。
室
Ｕ
時
代
に
寺
盛
を
極
め
、
古
文

月
列
が
η
　
　
　
言
な
ど
も
多
い
。

洪
鐘
　
　
一
三
〇
一
年
北
条
貞
時
が
国
家
の
安
泰
を
祈
っ
て
寄
進
。

（
国
宝
）
　
鎌
倉
時
代
の
代
表
的
な
梵
鐘
で
あ
る
。
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